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三
五
％
は
小
麦
、
一
六
％
は
雑
穀
、
そ
し
て
残
り

の
五
％
が
豆
類
で
あ
る（
二
〇
〇
〇
―
〇
一
年
度
）。

　

六
〇
年
代
後
半
に
始
ま
っ
た
緑
の
革
命
は
、
高

収
量
品
種
の
導
入
と
、
イ
ン
ド
西
部
に
お
け
る
小

麦
―
稲
の
二
毛
作
、
お
よ
び
東
・
南
部
に
お
け
る

稲
の
二
期
作
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
飛
躍
的
な
穀

物
増
産
を
達
成
し
て
き
た
。
こ
の
穀
物
増
産
は
一

九
八
〇
年
代
ま
で
人
口
増
加
率
を
上
回
る
速
度
で

続
き
、
人
口
一
人
当
た
り
の
穀
物
消
費
可
能
量
は

ほ
ぼ
順
調
に
増
加
し
て
き
た
。
一
九
九
〇
―
九
一

年
度
の
そ
れ
は
、
一
人
一
日
あ
た
り
五
一
〇
グ
ラ

ム
、
年
間
一
八
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
達
し
た
。

三 　
　
九
〇
年
代
に
お
け
る
穀
物
増
産
の
鈍
化

　・
　

し
か
し
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
穀
物
生
産
の

増
加
速
度
に
か
げ
り
が
見
え
始
め
た
。
穀
物
生
産

量
は
、
九
〇
年
代
も
ト
レ
ン
ド
と
し
て
は
増
加
を

続
け
、
穀
物
の
輸
出
も
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、

九
〇
年
代
の
穀
物
生
産
の
増
加
率
は
年
平
均
で
一

・
七
％
と
、人
口
増
加
率
の
一
・
九
％
を
下
回
り
、人

口
一
人
当
た
り
の
穀
物
消
費
可
能
量
も
九
〇
―
九

一
年
度
を
ピ
ー
ク
に
、
以
来
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
イ
ン
ド
の
一
人
当
た
り
穀
物
需
要
量

が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
需
要
量
が
減
少
す
る
段
階
に

入
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う

だ
と
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
食
料
問
題
は
量
的
に
は

一 　
　
は
じ
め
に

　・
　

イ
ン
ド
は
人
口
が
約
一
〇
億
人
で
中
国
に
次
ぐ

世
界
第
二
の
人
口
大
国
で
あ
る
。
中
国
ほ
ど
で
は

な
い
に
し
て
も
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
経
済
自
由

化
政
策
の
下
で
高
い
経
済
成
長
を
続
け
て
お
り
、

長
期
的
に
は
世
界
経
済
に
お
い
て
大
き
な
位
置
を

占
め
る
可
能
性
を
も
つ
国
と
い
え
よ
う
。

　

現
在
イ
ン
ド
は
食
料
を
ほ
ぼ
自
給
し
て
い
る
が
、

将
来
に
お
い
て
も
食
料
自
給
を
維
持
す
る
か
、
あ

る
い
は
巨
大
な
輸
出
ま
た
は
輸
入
大
国
に
転
化
す

る
か
に
よ
っ
て
、
世
界
の
穀
物
市
場
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
主
に

九
〇
年
代
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
穀
物
の
需
要
お
よ

び
生
産
の
状
況
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
ド
の

穀
物
需
給
の
将
来
を
展
望
し
て
み
た
い
。

二 　
　
穀
物
生
産
量
の
変
化
と
輸
出
入

　・
　

イ
ン
ド
は
か
つ
て
一
九
六
〇
年
代
の
半
ば
に
大

規
模
の
旱
魃
に
よ
り
大
き
な
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
た
。

そ
の
後
積
極
的
に
緑
の
革
命
を
進
め
、
そ
れ
に
よ

っ
て
穀
物
生
産
は
順
調
に
増
加
し
て
き
た
。
そ
し

て
、
八
〇
年
代
の
半
ば
頃
か
ら
ほ
ぼ
恒
常
的
に
穀

物
の
自
給
が
可
能
と
な
り
、
現
在
は
年
間
一
〇
〇

〜
三
〇
〇
万
ト
ン
の
穀
物
を
輸
出
す
る
穀
物
輸
出

国
に
ま
で
な
っ
た
。
現
在
イ
ン
ド
の
穀
物
生
産
量

は
約
二
億
ト
ン
で
あ
る
が
、
そ
の
四
三
％
は
米
、

解
決
し
た
こ
と
に
な
る
。
イ
ン
ド
の
こ
れ
か
ら
の

穀
物
増
産
は
、
主
に
輸
出
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
イ
ン
ド
は
世
界
有
数
の
穀
物
輸
出
国
、
特

に
米
の
大
輸
出
国
と
し
て
の
地
位
を
世
界
市
場
に

お
い
て
占
め
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
見
方
は
楽
観
的
過
ぎ
る
だ
ろ

う
と
い
う
の
が
筆
者
の
考
え
で
あ
る
。
現
在
イ
ン

ド
の
穀
物
供
給
が
過
剰
気
味
で
あ
る
の
は
確
か
に

し
て
も
、
将
来
も
そ
う
し
た
状
況
が
続
く
と
は
い

え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四 　

イ
ン
ド
の
穀
物
需
要
増
大
の
可
能
性

　・
　

イ
ン
ド
の
一
人
当
た
り
の
穀
物
需
要
が
将
来
的

に
は
大
幅
に
増
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
筆
者
が

考
え
る
根
拠
の
一
つ
は
、
イ
ン
ド
に
存
在
す
る
膨

大
な
貧
困
層
の
存
在
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
は
現
在

で
も
人
口
の
三
〜
四
割
が
貧
困
線
以
下
の
貧
し
い

人
々
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
農
村
部
に
住
む
。
九

三
―
九
四
年
度
の
農
村
部
の
所
得
階
層
別
に
穀
物

の
摂
取
量
を
見
る
と
、
例
え
ば
一
月
の
一
人
当
た

り
の
消
費
額
が
五
六
〇
ル
ピ
ー（
約
一
三
〇
〇
円
）

以
上
の
階
層
で
は
最
高
の
年
間
一
九
〇
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
穀
物
を
直
接
消
費
し
て
い
る
の
に
対
し
、
一

二
〇
ル
ピ
ー
（
約
二
八
〇
円
）
未
満
の
最
低
の
消

費
階
層
で
は
年
間
一
一
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
消
費
に

過
ぎ
な
い
。
中
間
層
の
二
三
五
〜
二
六
五
ル
ピ
ー

の
階
層
で
も
年
間
一
六
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

農
村
部
で
は
ま
だ
所
得
（
消
費
）
階
層
が
高
い
ほ

ど
穀
物
の
直
接
消
費
量
が
多
い
と
い
う
状
況
に
あ

る
。
つ
ま
り
、
農
村
部
で
は
穀
物
の
直
接
消
費
量

は
ま
だ
飽
和
状
態
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

調
査
・
研
究
紹
介

調
査
・
研
究
紹
介

　
　
　
イ
ン
ド
の
最
近
の
穀
物
需
給
事
情

イ
ン
ド
の
最
近
の
穀
物
需
給
事
情
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農
村
貧
困
が
緩
和
す
れ
ば
、
貧
困
層
を
中
心
に
穀

物
需
要
は
ま
だ
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　

将
来
的
に
イ
ン
ド
の
穀
物
需
要
が
増
大
す
る
と

考
え
ら
れ
る
第
二
の
根
拠
は
、
現
在
の
一
人
当
た

り
の
穀
物
消
費
量
が
中
・
先
進
国
の
水
準
に
比
べ

て
き
わ
め
て
低
い
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
そ
れ
は

年
間
ほ
ぼ
一
六
〇
〜
一
八
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
だ

が
、
そ
れ
は
直
接
食
料
と
し
て
消
費
さ
れ
る
直
接

消
費
量
だ
け
で
な
く
家
畜
の
エ
サ（
間
接
消
費
量
）

も
含
ま
れ
た
量
で
あ
る
。
一
般
に
、
経
済
が
発
展

す
れ
ば
、
ま
ず
直
接
消
費
量
が
増
え
る
。
し
か
し
、

所
得
水
準
が
更
に
向
上
す
る
と
畜
産
物
の
消
費
が

増
大
し
は
じ
め
、
家
畜
の
飼
料
用
穀
物
の
消
費
が

増
大
す
る
。
こ
の
段
階
に
な
る
と
直
接
消
費
す
る

穀
物
量
は
減
少
す
る
が
、
飼
料
用
穀
物
の
消
費
が

増
え
る
た
め
、
全
体
と
し
て
の
一
人
当
た
り
穀
物

消
費
は
か
な
り
の
水
準
ま
で
増
加
す
る
の
で
あ
る
。

世
界
の
中
進
国
や
先
進
国
で
は
一
人
当
た
り
の
年

間
穀
物
消
費
量
は
三
〇
〇
〜
四
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

が
一
般
的
で
あ
り
、
イ
ン
ド
の
穀
物
消
費
量
に
比

べ
る
と
二
倍
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
量
で
あ
る
。

イ
ン
ド
が
今
後
順
調
に
経
済
成
長
を
と
げ
れ
ば
、

穀
物
消
費
が
大
幅
に
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
議
論
に
対
す
る
反
論
も

あ
る
。
イ
ン
ド
人
の
多
数
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
で

あ
り
菜
食
主
義
者
だ
か
ら
、
畜
産
物
需
要
は
低
位

に
と
ど
ま
り
、
結
果
と
し
て
将
来
の
一
人
当
た
り

の
穀
物
需
要
量
も
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
予
測
で
あ
る
。
確
か
に
、
食
物
に

対
す
る
文
化
の
影
響
力
は
無
視
で
き
な
い
が
、
長

期
的
に
は
食
文
化
は
大
き
く
変
わ
り
え
る
。
実
際
、

多
く
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
は
肉
を
食
べ
る
し
（
地

域
性
が
大
き
い
）、
近
年
、
牛
乳
（
水
牛
乳
を
含

む
）
や
鶏
肉
、
鶏
卵
の
消
費
が
急
増
し
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
っ
て
穀
物
、
特
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ソ

ル
ガ
ム
な
ど
の
雑
穀
に
お
け
る
飼
料
比
率
が
高
ま

っ
て
い
る
。
現
在
進
行
中
の
経
済
発
展
と
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
イ
ン
ド
の
食
文
化
の
変
容

を
進
め
る
大
き
な
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

五 　
 
穀
物
増
産
の
可
能
性
と
制
約
要
因

　・
　

中
長
期
的
に
見
て
イ
ン
ド
の
穀
物
需
要
が
大
幅

に
伸
び
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
が
巨

大
な
穀
物
輸
入
国
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ

ろ
う
か
。
必
ず
し
も
そ
れ
は
正
し
く
は
な
く
、
世

界
穀
物
市
場
に
お
け
る
将
来
の
イ
ン
ド
の
位
置
は
、

穀
物
の
増
産
の
可
能
性
に
も
大
き
く
依
存
し
て
い

る
。
結
論
か
ら
先
に
述
べ
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
穀
物

生
産
増
大
は
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
と
同
時
に
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
乗
り
越
え
る
べ
き
大
き
な

課
題
が
存
在
し
て
い
る
。
大
き
な
可
能
性
と
は
、

イ
ン
ド
の
単
位
面
積
当
た
り
穀
物
生
産
量
は
ま
だ

一 　

当
た
り
一
・
五
ト
ン
程
度
に
過
ぎ
ず
、
穀
物

ha
が
本
来
持
つ
潜
在
能
力
を
生
か
せ
れ
ば
増
産
余
地

は
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
水
や
肥
料
な
ど

適
切
な
投
入
財
を
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ば
、

イ
ン
ド
の
穀
物
生
産
量
は
今
後
飛
躍
的
に
増
大
す

る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
最
大
の
課

題
は
、
持
続
的
な
灌
漑
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
あ
る
。

穀
物
増
産
の
た
め
に
は
人
工
的
に
管
理
さ
れ
た
灌

漑
設
備
が
必
要
で
あ
り
、
近
年
は
特
に
地
下
水
を

利
用
し
た
小
規
模
灌
漑
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
降
水
量
の
少
な
い
西
部
地
区
は

当
然
の
こ
と
と
し
て
、
降
水
量
に
恵
ま
れ
た
東
部

に
お
い
て
も
、
地
下
水
位
の
低
下
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
大
河
川
を
利
用
し
た
灌
漑
も
大
規
模
な

投
資
が
必
要
に
な
る
こ
と
や
投
資
効
率
な
ど
の
点

で
問
題
が
あ
る
。
持
続
可
能
な
灌
漑
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
、
イ
ン
ド
が
今
後
も
順
調
に
穀
物
増
産
を

続
け
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
条
件
と
な
る
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。

六 　
 
お
わ
り
に

　・
　

イ
ン
ド
は
中
国
に
次
ぐ
人
口
大
国
で
あ
る
と
同

時
に
、
世
界
有
数
の
農
業
大
国
で
も
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
近
年
ま
で
そ
の
食
料
生
産
は
豊
凶

に
よ
っ
て
輸
出
・
輸
入
を
若
干
行
う
以
外
は
、
ほ

ぼ
一
国
完
結
型
の
需
給
構
造
で
国
際
市
場
に
お
け

る
役
割
は
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
特
に
八
〇
年
代
に
入
っ
て
経
済
発
展

に
拍
車
が
か
か
り
、
ま
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
の
加
入
に
よ

り
、
消
費
お
よ
び
生
産
の
面
に
お
い
て
イ
ン
ド
の

農
業
は
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
き

た
。
イ
ン
ド
が
長
期
的
に
は
穀
物
輸
出
大
国
と
な

る
か
、
そ
れ
と
も
逆
に
輸
入
大
国
と
な
る
か
は
、

不
確
実
性
の
高
い
要
素
が
多
く
、
簡
単
に
は
予
想

が
で
き
な
い
。
だ
が
、
経
済
発
展
に
伴
う
一
人
当

た
り
の
穀
物
需
要
の
増
加
と
水
問
題
の
深
刻
さ
を

考
慮
す
れ
ば
、
穀
物
輸
入
大
国
と
な
る
可
能
性
を

考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ

に
よ
っ
て
将
来
的
に
は
日
本
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。

（
須
田
敏
彦
）


